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に
成
立
し
た
も
の
で
、
中
之
島
図
書
館
本
は
一
八
一
一
年
（
文
化

八
）
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
一
見
し
て
本
書
が

一
六
一
三
年
に
成
立
し
た
書
と
は
到
底
思
え
な
い
。
か
と
言
っ
て

「
秘
密
記
」
を
見
捨
て
る
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。「
秘
密
記
」
の
内

容
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
成
立
年
代
に
せ
ま
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
こ
の
書
も
四
天
王
寺
研
究
の
一
材
料
に
な
る
の
で
は
と
考

え
る
も
の
で
あ
る
。

二
「
秘
密
記
」
の
概
要

「
秘
密
記
」
は
縦
二
四
㎝
・
横
一
七
㎝
、
本
文
三
〇
丁
か
ら
な

る
書
で
あ
る
。
二
九
項
目
に
わ
た
り
建
物
や
行
事
に
つ
い
て
記
述

さ
れ
る
。
二
九
の
項
目
を
記
述
順
に
示
す
と
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。

1
勝
鬘
院

2
宝
塔

3
薬
師
堂
（
椎
ノ
寺
）
4
普
門
院

5
文
殊
堂
（
食
堂
）
6
六
時
堂

7
講
堂
・
西
鐘
楼
堂
・
東
鼓

楼
堂

8
金
堂

9
五
重
ノ
塔

10
亀
井
水

11
東
大
門

12
宝

堂

13
湯
屋
之
方
丈

14
御
供
所

17
太
子
堂
宝
殿

18
御
絵
堂

15
三
昧
堂

16
聖
霊
院

19
二
王
門
・
南
大
門

20
庚
申
堂

21
万
塔
院

22
五
智
光
院
・
西
重
門

23
経
堂（
輪
蔵
）
24
西
門
・

北
引
声
堂

25
南
短
声
堂

26
石
鳥
居

27
安
居
天
神

28
一
心

寺

29
恵
美
須
（
今
宮
）

14
、
17
、
18
、
15
、
16
、
19
の
順
序
は
異
常
で
あ
る
が
、「
秘

密
記
」
は
こ
の
順
で

記
述
さ
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
「
秘
密
記
」

の
書
写
段
階
で
の
ミ

ス
で
あ
ろ
う
。
14
項

目
の
最
終
行
で
丁
が

終
わ
り
、
一
丁
飛
ば

し
て
捲
っ
て
し
ま
い
、

17
・
18
目
の
項
目
を

14
に
続
け
て
写
し
て

し
ま
い
、
そ
の
直
後

に
ミ
ス
に
気
づ
き
、

前
に
戻
っ
て
、
18
の

後
に
15
・
16
項
を
書

写
し
、
19
項
に
つ
な

げ
た
と
思
わ
れ
る
。

回廊 食堂 東大門 西大門 北大門

瓦葺、80間 瓦葺、 7 間二面庇 瓦葺、 3 間 瓦葺、 3 間 瓦葺、 3 間

3 間・ 7 間

桁行京間150間 4 尺 5 寸

梁行京間 2 間

桁行京間10間 1 尺 4 寸

梁行京間 5 間 1 尺

桁行京間 6 間 1 尺

梁行京間 4 間

桁行京間 5 間

梁行京間 3 間

桁行130間 1 尺

梁行 2 間

桁行10間 2 尺 2 寸

梁・ 5 間 1 尺 1 寸

桁行 6 間 8 寸

梁行 3 間 5 尺 4 寸

桁行 5 間 2 尺 5 寸

梁行 3 間 2 尺 3 寸

桁行京間150間 4 尺余

梁行 5 間 1 尺

桁行京間10間 1 尺余

梁行 5 間 1 尺

桁行 6 間 1 尺

梁行 4 間

桁行 5 間

梁行 3 間

桁行京間 2 間 5 尺

梁行 2 間 1 尺 5 寸

記述なし
桁行10間 2 尺 2 寸

梁行 5 間 1 尺 1 寸

桁行 6 間 8 寸

梁行 3 間 5 尺 4 寸

桁行 5 間 2 尺 5 寸

梁行 3 間 2 尺 3 寸
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各
項
目
で
は
、
ま
ず
建
物
の
規
模
が
記
述
さ
れ
る
。
続
け
て
そ

の
項
目
と
は
直
接
関
係
し
な
い
よ
う
な
内
容
が
続
く
。
男
女
・
陰

陽
の
関
係
で
文
章
が
綴
ら
れ
る
セ
ク
シ
ャ
ル
な
内
容
で
あ
る
。
全

体
を
俯
瞰
す
る
と
何
と
も
怪
し
げ
な
内
容
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、セ
ク
シ
ャ
ル
な
部
分
の
記
述
を
検
討
し
て
も「
秘

密
記
」
の
成
立
年
代
に
迫
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。「
秘
密
記
」
に

記
さ
れ
た
建
物
規
模
の
数
値
を
他
の
史
料
と
比
較
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
「
秘
密
記
」
の
成
立
年
代
に
迫
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

三

他
史
料
の
主
要
建
物
規
模
の
記
述
と
「
秘
密
記
」
の
記

述
と
の
比
較

四
天
王
寺
は
創
建
以
来
、
今
日
ま
で
度
々
焼
失
し
、
再
建
が
繰

り
返
さ
れ
て
き
た
。
近
世
以
降
に
は
再
興
さ
れ
た
新
伽
藍
の
建
物

に
つ
い
て
の
記
録
が
あ
る
。「
秘
密
記
」
の
成
立
年
代
を
探
る
た

め
に
以
下
の
史
料
の
建
物
規
模
の
数
値
と
の
比
較
を
試
み
た
い
。

比
較
し
た
史
料
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
〇
〇
七
年
（
寛
弘
四
）『
御
手
印
縁
起
』（
以
下
「
縁
起
」）。

一
五
九
四
年
（
文
禄
三
）「
秋
野
房
文
書︵

2
︶」（

以
下
「
秋
野
房
」）。

一
六
二
三
年
（
元
和
九
）『
天
王
寺
御
建
立
改
渡
帳︵

3
︶』（

以
下
「
改

渡
帳
」）。

一
六
八
五
年
（
貞

享
二
）『
四
天
王
寺
年

中
法
事
記︵

4
︶』（

以
下

「
法
事
記
」）。

一
七
〇
七
年
（
宝

永
四
）
以
降
に
成
立

し
た
『
天
王
寺
誌︵

5
︶』

（
以
下
「
寺
誌
」）。

表
1
は
伽
藍
の
中

心
建
物
に
つ
い
て
、

こ
れ
ら
の
史
料
と「
秘

密
記
」
の
記
述
を
比

較
・
整
理
し
た
も
の

で
あ
る
。

一
見
し
て
分
か
る

の
は
、「
秘
密
記
」
と

「
法
事
記
」（
一
六
八
五

年
）
の
記
述
は
、
南

表 1 

南大門 中門 塔 金堂 講堂

1007 ／縁起 瓦葺、重層、 5 間 二重、瓦葺、 5 間 五重、瓦葺 二重、瓦葺 瓦葺、 8 間

1594 ／秋野房 5 間 5 間・ 2 間 3 間四方 5 間・ 7 間

1623 ／改渡帳
桁行京間 8 間四足

梁行京間 3 間 2 尺 5 寸

桁行京間 9 間 2 尺 5 寸

梁行京間 3 間 4 尺 5 寸

京間 3 間 5 尺四方

高24間 3 尺

桁行京間10間

梁行京間 8 間半

桁行京間13間 1 尺

梁行京間 9 間 2 尺

1685 ／法事記
桁行 8 間 5 尺

梁行 4間 1尺

桁行 9 間 4 尺

桁行 3 間 4 尺 5 寸
京間 3 間 5 尺四面

桁行京間 8 間 6 尺 2 寸

梁行京間 7 間 5 尺 7 寸

桁行13間 1 尺 2 寸

梁行 9 間 3 寸

1704以降／寺誌
桁行 8 間 4 尺

梁行 3 間 2 尺 5 寸

桁行 9 間

梁行京間 3 間 4 尺 5 寸

京間 3 間 5 尺四方

高24間 3 尺

桁行10間

梁行 8 間半

桁行京間13間 1 尺

梁行 9 間 2 尺

？ ／秘密記
桁行 8 間 5 尺

梁行 4間 2尺

桁行 9 間 4 尺

桁行 3 間 4 尺 5 寸
京間 3 間 5 尺四面

桁行京間 8 間 6 尺 2 寸

梁行 7 間 5 尺 7 寸

桁行13間 1 尺 2 寸

梁行 9 間 3 寸
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大
門
の
数
値
、
南
大
門
「
秘
密
記
／
梁
行
四
間
二
尺
」
→
「
法
事

記
／
梁
行
四
間
一
尺
」
を
除
い
て
、
そ
の
他
は
一
致
し
て
い
る
。

違
い
は
南
大
門
の
数
字
、
梁
行
の
二
と
一
の
記
述
の
み
で
あ
る
。

ど
こ
か
の
段
階
で
「
秘
密
記
」「
法
事
記
」
の
ど
ち
ら
か
の
誤
記
、

ミ
ス
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
「
秘
密
記
」
と
「
法
事
記
」
と
は
極
め
て
近
接

し
た
関
係
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

四
「
秘
密
記
」
と
「
法
事
記
」
の
比
較

表
1
は
主
要
建
物
の
み
で
あ
っ
た
の
で
、
よ
り
詳
し
く
「
秘
密

記
」
と
「
法
事
記
」
の
内
容
を
比
較
す
る
た
め
に
、
全
て
の
建
物

規
模
の
数
値
の
比
較
を
行
な
っ
て
み
た
の
が
表
2
で
あ
る
。

「
法
事
記
」
は
「
四
天
王
寺
伽
藍
の
来
歴
、
法
事
・
縁
起
を
説

明
し
、
一
巻
と
し
て
ま
と
め
、
貞
享
二
年
二
月
、
大
坂
天
満
紙
屋

勘
兵
衛
か
ら
開
板
（
出
版
）
し
た
も
の
。
…
（
中
略
）
…
内
容
は

伽
藍
図
、
諸
堂
の
間
数
、
法
事
の
日
録
の
あ
と
、
堂
舎
仏
閣
ご
と

に
、
尊
像
や
来
歴
、
そ
れ
に
各
年
中
の
法
事
」
が
書
か
れ
た
も
の

で
あ
る︵

6
︶。

建
物
の
規
模
は
「
諸
堂
の
間
数
」
の
項
目
に
記
述
さ
れ
る
。
記

述
さ
れ
た
建
物
の
順
序
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

1
金
堂

2
宝
塔

3
二
王
門

4
西
重
門

5
廻
廊

6
講
堂

7
鐘
楼

8
鼓
楼

9
楽
屋

10
舞
台

11
六
時
堂

12
食
堂

13
湯
屋

14
東
僧
坊

15
西
僧
坊

16
東
大
門

17
宝
蔵

18
亀
井
堂

19
御
供
所

20
三
昧
堂

21
経
堂

22
棚
所

23
太
子
堂

24
堂
（
太
子
堂
）
宝
殿

25
絵
堂

26
南
大
門

27
万
塔
院

28
五
智
光
院

29
輪
蔵

31
短
声
堂

32
引
声
堂

33
薬
師
堂

34
普
門
院

35
勝
鬘
院

36
多
宝
塔

37
庚
申
堂

表
2
は
全
て
の
建
物
の
記
述
に
つ
い
て
「
秘
密
記
」
と
「
法
事

記
」
と
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。「
秘
密
記
」
の
二
九
項
目
の

順
序
に
合
わ
せ
て「
法
事
記
」の
建
物
を
並
べ
て
み
た
。「
法
事
記
」

建
物
に
付
し
た
数
字
は
、「
法
事
記
」
で
の
記
述
の
順
序
で
あ
る
。

こ
の
表
を
見
て
い
く
つ
か
気
づ
く
こ
と
が
あ
る
。

先
ず
は
、
先
に
指
摘
し
た
19
南
大
門
規
模
の
記
述
が
異
な
る
こ

と
に
加
え
、16
聖
霊
院
に
つ
い
て
の
記
述
も
異
な
っ
て
い
る
。「
秘

密
記
／
梁
行
五
間
一
尺
五
寸
」
→
「
法
事
記
／
梁
行
五
間
一
尺
七

寸
」
と
、
五
寸
と
七
寸
の
違
い
で
あ
る
。
南
大
門
と
聖
霊
院
の
二

箇
所
で
建
物
規
模
の
記
述
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
の
み
で
、「
秘

密
記
」
と
「
法
事
記
」
は
全
く
無
関
係
に
成
立
し
た
と
は
思
え
な
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表 2 
？ ／秘密記 1685 ／法事記

1  勝鬘院 桁行・ 7 間 2 尺 3 寸
梁行・ 4 間 2 尺 7 寸 35 勝鬘院 桁行・ 7 間 2 尺 3 寸

梁行・ 4 間 2 尺 7 寸
2  宝塔 3 間 1 尺 7 寸四方四面 36 多宝塔 3 間 1 尺 7 寸四面
3  薬師堂（椎ノ寺） 桁行・ 7 間 1 尺 8 寸

梁行・ 7 間 2 尺 4 寸 33 薬師堂 桁行・ 7 間 1 尺 8 寸
梁行・ 7 間 2 尺 4 寸

4  普門院 4 間 5 寸四方 34 普門院 4 間 5 寸四方
5  文殊堂（食堂） 桁行・10間 2 尺 2 寸

梁行・ 5 間 1 尺 1 寸 12 食堂 桁行・10間 2 尺 2 寸
梁行・ 5 間 1 尺 1 寸

6  六時堂 桁行・13間 5 尺 5 寸
梁行・ 9 間 2 尺 7 寸 11 六時堂 桁行・13間 5 尺 5 寸

梁行・ 9 間 2 尺 7 寸
7  講堂

 西鐘楼堂

 東鼓楼堂

桁行・13間 1 尺 2 寸
梁行・ 9 間 3 寸 6   講堂 桁行・13間 1 尺 2 寸

梁行・ 9 間 3 寸
桁行・ 3 間 3 尺 6 寸 5 分
梁行・ 3 間 2 尺 5 寸 7   鐘楼 桁行・ 3 間 3 尺 6 寸 5 分

梁行・ 3 間 2 尺 5 寸
桁行・ 3 間 3 尺 6 寸 5 分
梁行・ 3 間 2 尺 5 寸 8   鼓楼 桁行・ 3 間 3 尺 6 寸 5 分

梁行・ 3 間 2 尺 5 寸
8  金堂 桁行・京間 8 間 6 尺 2 寸

梁行・ 7 間 5 尺 7 寸 1  金堂 桁行・京間 8 間 6 尺 2 寸
梁行・京間 7 間 5 尺 7 寸

9  五重ノ塔 京間 3 間 5 尺四面 2  宝塔 京間 3 間 5 尺四面
10 亀井水 桁行・ 6 間 3 尺

梁行・ 3 間 5 寸 18 亀井堂 桁行・ 6 間 3 尺
梁行・ 3 間 5 寸

11 東大門 桁行・ 6 間 8 寸
梁行・ 3 間 5 尺4寸 16 東大門 桁行・ 6 間 8 寸

梁行・ 3 間 5 尺4寸
12 宝堂 桁行・12間 1 尺 2 寸

梁行・ 4 間 4 寸 17 宝蔵 桁行・12間 1 尺 2 寸
梁行・ 4 間 4 寸

13 湯屋之方丈 桁行・ 7 間 1 尺 4 寸
梁行・ 5 間 1 尺 13 湯屋 桁行・ 7 間 1 尺 4 寸

梁行・ 5 間 1 尺
14 御供所 桁行・ 9 間 5 尺 3 寸

梁行・ 5 間 3 尺 19 御供所 桁行・ 9 間 5 尺 3 寸
梁行・ 5 間 3 尺

17 太子堂宝殿 4 間 5 尺 9 寸四方 24 太子堂宝殿 桁行・ 4 間 5 尺 9 寸四方
18 御絵堂 桁行・ 8 間 2 尺 7 寸 25 絵堂 桁行・ 8 間 2 尺 7 寸

梁行・ 2 間 1 尺 4 寸 梁行・ 2 間 1 尺 4 寸
15 三昧堂 桁行・ 9 間 2 尺 6 寸 20 三昧堂 桁行・ 9 間 2 尺 6 寸

梁行・ 5 間 2 尺 7 寸 梁行・ 5 間 2 尺 7 寸
16 聖霊院 桁行・ 7 間 2 尺 4 寸 23 太子堂 桁行・ 7 間 2 尺 4 寸

梁行・ 5間 1尺 5寸 梁行・ 5間 1尺 7寸
19 二王門 桁行・ 9 間 4 尺 3  二王門 桁行・ 9 間 4 尺

梁行・ 3 間 4 尺 5 寸 梁行・ 3 間 4 尺 5 寸
 南大門 桁行・ 8 間 5 尺 26 南大門 桁行・ 8 間 5 尺

梁行・ 4間 2尺 梁行・ 4間 1尺
20 庚申堂 5 間 1 尺 2 寸四方 37 庚申堂 5 間 1 尺 2 寸四方
21 万塔院 桁行・ 7 間 5 尺 7 寸 27 万塔院 桁行・ 7 間 5 尺 7 寸

梁行・ 8 間 1 尺 3 寸 梁行・ 8 間 1 尺 3 寸
22 五智光院 桁行・10間 7 寸 28 五智光院 桁行・10間 7 寸

梁行・ 4 間 3 尺 7 寸 梁行・ 4 間 3 尺 7 寸
     西重門 桁行・ 5 間 2 尺 5 寸 4  西重門 桁行・ 5 間 2 尺 5 寸

梁行・ 3 間 2 尺 3 寸 梁行・ 3 間 2 尺 3 寸
23 経堂（輪蔵） 4 間 6 尺四方 29 輪蔵 4 間 6 尺四方
24 西門 桁行・ 6 間 2 尺 6 寸 30 西門 桁行・ 6 間 2 尺 6 寸

梁行・ 3 間 5 尺 梁行・ 3 間 5 尺
     北引声堂 桁行・ 5 間 3 尺 5 寸 32 引声堂 桁行・ 5 間 3 尺 5 寸

梁行・ 3 間 2 尺 1 寸 梁行・ 3 間 2 尺 1 寸
25 南短声堂 桁行・ 7 間 3 尺 5 寸 31 短声堂 桁行・ 7 間 3 尺 5 寸

梁行・ 6 間 梁行・ 6 間
26 石鳥居 （規模の記載なし）
27 安居天神 （規模の記載なし） 記述なし
28 一心寺 （規模の記載なし）
29 恵美須（今宮） （規模の記載なし）
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い
。「
秘
密
記
」
と
「
法
事
記
」、
三
〇
棟
の
建
物
の
う
ち
、
南
大

門
と
聖
霊
院
を
除
く
二
八
棟
の
建
物
規
模
の
記
述
が
一
致
し
て
い

る
こ
と
こ
そ
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

二
点
目
は
、「
秘
密
記
」
の
記
述
順
序
と
「
法
事
記
」
の
そ
れ

と
が
、
全
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
秘

密
記
」
と
「
法
事
記
」
が
同
一
の
元
資
料
を
見
て
い
な
が
ら
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
編
者
は
独
自
の
判
断
基
準
に
よ
り
、
そ
の
基
準
に

従
っ
て
記
述
す
る
建
物
の
順
番
を
決
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
点
目
は
、「
秘
密
記
」
に
は
26
項
目
以
下
に
石
鳥
居
・
安
居

天
神
・
一
心
寺
・
恵
美
須
の
四
項
目
が
あ
る
が
、「
法
事
記
」
で

は
こ
れ
ら
の
項
目
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。「
秘
密
記
」
で
は
項
目

は
あ
る
も
の
の
、
建
物
規
模
の
記
述
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、「
秘

密
記
」・「
法
事
記
」
が
独
自
に
記
述
す
べ
き
項
目
を
選
択
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
秘
密
記
」
と
「
法
事
記
」
は
、
同
一
の

元
資
料
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
編
集
・
作
成
さ
れ
、
ど
こ
か
の
段
階

で
の
ミ
ス
が
生
じ
、
南
大
門
と
聖
霊
院
の
建
物
規
模
の
記
述
に
違

い
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五
「
秘
密
記
」
と
「
法
事
記
」
の
建
物
数
値
の
背
景

「
秘
密
記
」「
法
事
記
」
の
建
物
数
値
は
い
つ
の
状
況
の
数
値
を

記
述
し
て
い
る
の
か
、四
天
王
寺
伽
藍
の
状
況
を
見
て
お
き
た
い︵

7
︶。

一
六
一
四
年
（
慶
長
一
九
）
一
一
月
六
日

大
坂
冬
の
陣
に
巻
き
込
ま
れ
、
四
天
王
寺
は
、
大
坂
方
（
豊

臣
方
）
の
放
っ
た
火
に
よ
り
炎
上
焼
失
。

一
六
一
五
年
（
元
和
元
）
六
月
一
日

大
坂
の
陣
に
勝
利
し
た
徳
川
家
康
は
伽
藍
復
興
の
命
を
下
す
。

一
六
一
八
年
（
元
和
四
）
九
月
二
一
日

伽
藍
復
興
の
釿
始
め
。

一
六
二
三
年
（
元
和
九
）
八
月
一
九
日

伽
藍
造
営
成
就
。
御
普
請
奉
行
か
ら
諸
堂
社
並
び
に
仏
具
・

神
宝
・
法
衣
な
ど
が
引
き
渡
さ
れ
る
。
←
「
改
渡
帳
」

一
六
二
三
年
（
元
和
九
）
九
月
二
一
日

伽
藍
再
興
、
成
就
。

一
六
六
九
年
（
寛
文
九
）
一
二
月
一
二
日

徳
川
家
綱
、
伽
藍
修
理
を
厳
命
す
る
。
釿
始
め
。

一
六
七
〇
年
（
寛
文
一
〇
）
八
月
二
二
日
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伽
藍
修
理
、
成
就
。

一
六
八
五
年
（
貞
享
二
）
二
月

「
法
事
記
」
刊
行
。

こ
の
よ
う
に
時
系
列
で
見
る
と
、「
改
渡
帳
」
は
大
坂
の
陣
で

焼
失
し
て
し
ま
っ
た
伽
藍
が
、
一
六
二
三
年
（
元
和
九
）
に
再
興

さ
れ
た
時
に
「
御
普
請
奉
行
か
ら
四
天
王
寺
の
寺
僧
衆
へ
堂
塔
か

ら
仏
像
仏
具
な
ど
い
っ
さ
い
が
っ
さ
い
が
引
き
渡
さ
れ
た
時
の

記
録︵

8
︶」

で
あ
り
、
確
実
・
正
確
な
記
録
で
あ
る
。

一
六
二
三
年
に
再
興
さ
れ
た
伽
藍
も
、
時
間
の
経
過
に
よ
り
修

理
が
必
要
と
な
っ
た
よ
う
で
、
四
六
年
後
の
一
六
六
九
年
（
寛
文

九
）
か
ら
工
事
が
開
始
さ
れ
、
翌
一
六
七
〇
年
に
修
理
が
終
了
す

る
。
修
理
に
よ
っ
て
少
し
な
が
ら
諸
建
物
の
規
模
が
変
化
し
、
修

理
後
の
建
物
規
模
の
数
値
が
「
秘
密
記
」
＝
「
法
事
記
」
記
述
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、「
秘
密
記
」
の
成
立
上
限
は
一
六
七
〇
年
（
寛

文
一
〇
）
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
下
限
に
つ
い
て
は
、

書
写
さ
れ
た
一
八
一
一
年
（
文
化
八
）
ま
で
の
間
で
あ
る
。

六

ま
と
め
に
か
え
て

「
秘
密
記
」
に
つ
い
て
他
史
料
と
比
較
し
て
成
立
年
代
を
検
討

し
て
き
た
。

建
物
規
模
の
数
値
か
ら
「
秘
密
記
」
は
一
六
八
五
年
（
貞
享
二
）

に
刊
行
さ
れ
た
「
法
事
記
」
と
同
一
の
資
料
を
用
い
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
た
。「
秘
密
記
」
と
「
法
事
記
」
に
記
述
さ
れ
た
建
物

規
模
の
数
値
は
、
一
六
七
〇
年
（
寛
文
一
〇
）
に
修
理
・
完
成
し

た
数
値
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

「
秘
密
記
」
の
成
立
年
代
は
伽
藍
の
修
理
が
完
成
し
た

一
六
七
〇
年
以
降
、
中
之
島
本
が
書
写
さ
れ
た
一
八
一
一
年
（
文

化
八
）
ま
で
の
間
と
し
か
現
状
で
は
言
い
よ
う
が
な
い
。

各
建
物
の
後
に
続
く
セ
ク
シ
ャ
ル
な
記
述
に
つ
い
て
、
私
に
は

考
察
す
る
力
は
全
く
な
い
。
諸
賢
の
検
討
を
願
う
の
み
で
あ
る
。

お
わ
り
に

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
て
『
四
天
王
寺
秘
密
記
』
を
手
に

し
た
時
の
印
象
は
「
何
と
も
不
思
議
な
変
な
本
」
で
あ
っ
た
。
中

之
島
本
が
唯
一
の
写
本
で
あ
る
た
め
か
、
四
天
王
寺
の
研
究
で
用
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い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
ず
は
成
立
年
代
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
と
考
え
た
。

四
天
王
寺
の
研
究
に
お
い
て
は
長
谷
川
輝
雄
「
四
天
王
寺
建
築

論
」（『
建
築
雑
誌
』
四
七
七
号

一
九
二
五
年
）
と
い
う
優
れ
た

研
究
が
あ
る
。
小
文
も
長
谷
川
氏
の
方
法
を
な
ぞ
っ
て
み
た
次
第

で
あ
る
。

な
お
蛇
足
な
が
ら
、
一
七
三
七
年
（
元
文
二
）
に
四
天
王
寺
名

跡
集
』（
大
日
本
仏
教
全
書

寺
誌
叢
書
二
）、
一
七
三
九
年
（
元

文
四
）に『
四
天
王
寺
伽
藍
記
』（
国
文
東
方
仏
教
叢
書

寺
志
部
）

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
や
や
通
俗
的
な
内
容
で
あ
る
。

『
四
天
王
寺
秘
密
記
』
も
こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
で
書
か
れ
の

で
は
と
思
う
が
、
こ
れ
は
実
証
で
き
な
い
。

註
（
1
）
棚
橋
利
光
編
『
四
天
王
寺
年
表
』（
清
文
堂

一
九
八
九
年
）

一
八
一
一
年
（
文
化
八
）
八
月
の
項
目
に
「
慶
長
十
八
年
三
月

に
書
か
れ
た
と
す
る
『
四
天
王
寺
秘
密
記
』（
一
冊
）
書
写
さ

れ
る
（
中
之
島
図
書
館
蔵
本
）」
と
あ
る
。

（
2
）
棚
橋
利
光
編
『
四
天
王
寺
古
文
書
』
一
巻
（
清
文
堂

一
九
九
六
年
）。

（
3
）
棚
橋
利
光
編
『
四
天
王
寺
古
文
書
』
一
巻
。

（
4
）
棚
橋
利
光
編
『
四
天
王
寺
史
料
』（
清
文
堂

一
九
九
三
年
）。

（
5
）
棚
橋
利
光
編
『
四
天
王
寺
史
料
』。

（
6
）
棚
橋
利
光
「
解
題 

四
天
王
寺
法
事
記
」（『
四
天
王
寺
史
料
』）。

（
7
）
棚
橋
利
光
編
『
四
天
王
寺
年
表
』
に
よ
る
。

（
8
）
棚
橋
利
光
「
解
説

天
王
寺
御
建
立
改
渡
帳
」（『
四
天
王
寺
古

文
書
』）。
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